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も
う
一
つ
の
『
進
化
論
講
話
』（
一
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叢
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』
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は
じ
め
に 

表
題
に
あ
る
『
進
化
論
講
話
』（
１
）
と
は
、
一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年
一
月
、

当
時
東
京
高
等
師
範
教
授
で
生
物
学
者
の
丘
浅
次
郎
（
一
八
六
八
～
一
九
四
四
）

が
書
い
た
進
化
論
の
啓
蒙
書
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
書
は
当
時
最
新
の
思
想
で
あ

る
進
化
論
を
広
く
一
般
向
け
に
解
説
し
た
も
の
で
、
公
刊
後
瞬
く
間
に
当
時
の
大

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
。
同
書
の
二
〇
世
紀
初
頭
の
日
本
人
に
与
え
た
幅
広
い

影
響
に
つ
い
て
は
数
多
く
の
先
行
研
究
が
あ
る
が
（
２
）
、
一
方
で
明
治
期
に
お
け

る
中
国
人
留
学
生
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
は
魯
迅
（
一
八
八
一
～
一
九
三
六
）

の
場
合
を
除
い
て
ま
っ
た
く
知
ら
れ
て
い
な
い
（
３
）
。 

じ
つ
は
丘
は
『
進
化
論
講
話
』
刊
行
と
時
を
同
じ
く
し
て
、
魯
迅
も
在
籍
し
た

弘
文
学
院
で
進
化
論
に
関
す
る
講
義
を
行
っ
て
い
た
。
そ
し
て
そ
れ
を
筆
録
し
た

の
が
一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年
二
月
一
四
日
に
『
新
民
叢
報
』
第
四
六
至
四
八

号
合
本
（
合
併
号
）
の
「
学
術
」
欄
に
掲
載
さ
れ
た
「
進
化
論
大
略
」
で
あ
る
（
図

Ａ
参
照
）
。
題
名
の
下
に
は
括
弧
付
き
で
「
弘
文
学
院
特
別
講
義
」
と
あ
り
、
さ
ら

に
「
理
学
博
士
丘
浅
治マ

マ

郎
演
」（
４
）
と
付
さ
れ
て
お
り
、
全
一
七
頁
で
本
文
は
約

五
千
字
近
く
に
及
ん
で
い
る
。
こ
の
講
義
の
行
わ
れ
た
具
体
的
な
日
時
は
明
ら
か

で
は
な
い
。
し
か
し
後
に
詳
し
く
触
れ
る
よ
う
に
「
進
化
論
大
略
」
の
構
成
や
記

述
の
内
容
は
『
進
化
論
講
話
』
と
類
似
す
る
点
が
多
く
あ
る
。
魯
迅
を
始
め
と
す

る
多
く
の
中
国
人
留
学
生
に
と
っ
て
、
進
化
論
の
学
説
を
知
る
機
会
は
こ
れ
が
初
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（
四
〇
） 

め
て
で
は
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
生
物
学
者
の
丘
に
よ
る
進
化
論
の
講
義
は
極

め
て
説
得
力
を
有
し
た
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
新
鮮
な
印
象
を
与
え
た
こ
と
で
あ
ろ

う
。
そ
れ
は
当
日
の
聴
講
者
の
み
な
ら
ず
『
新
民
叢
報
』
を
通
し
て
そ
の
筆
録
を

読
ん
だ
数
多
く
の
中
国
人
留
学
生
に
と
っ
て
も
同
様
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

そ
こ
で
小
論
は
、
ま
ず
本
講
義
が
行
わ
れ
た
時
代
背
景
に
つ
い
て
触
れ
、
次
い

で
「
進
化
論
大
略
」
の
記
述
を
追
い
か
け
る
こ
と
で
当
日
の
講
義
内
容
を
明
ら
か

に
す
る
。
そ
れ
と
同
時
に
『
進
化
論
講
話
』
と
の
比
較
・
検
討
を
加
え
る
こ
と
で
、

「
進
化
論
大
略
」
が
『
進
化
論
講
話
』
の
大
幅
な
要
約
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

そ
の
上
で
「
進
化
論
大
略
」
な
ら
び
に
『
進
化
論
講
話
』
が
当
時
の
中
国
人
留
学

生
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。
な
お
今
回
は
紙
幅

の
関
係
上
、
講
義
の
前
半
部
分
ま
で
を
取
り
上
げ
、
後
半
以
降
は
次
号
に
て
取
り

上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
あ
る
こ
と
を
お
許
し
願
い
た
い
。 

 

一
、
時
代
背
景 

 

「
進
化
論
大
略
」
に
は
編
集
者
の
手
に
よ
る
序
文
が
付
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に

は
「
弘
文
学
院
校
長
嘉
納
治
五
郎
は
中
国
人
留
学
生
の
利
便
を
図
り
、
毎
週
国
内

の
専
門
学
者
を
招
き
、
そ
の
専
攻
の
学
問
の
大
略
を
講
演
さ
せ
、
学
外
の
者
も
聴

講
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
某
君
が
そ
の
内
容
を
記
し
て
本
社
に
寄
稿
し
、
見
聞
を

広
め
て
知
識
を
開
か
ん
と
す
べ
く
掲
載
を
依
頼
し
た
」（
５
）
と
あ
る
。
会
場
と
な

っ
た
弘
文
学
院
と
は
、
一
九
〇
二
（
明
治
三
五
）
年
四
月
、
折
か
ら
の
中
国
人
留

学
生
の
増
加
に
対
応
し
、
東
京
高
等
師
範
学
校
長
で
あ
っ
た
嘉
納
治
五
郎
（
一
八

六
〇
～
一
九
三
八
）
が
当
時
の
東
京
市
牛
込
区
西
五
軒
町
に
設
立
し
た
教
育
機
関

で
あ
り
、
主
に
日
本
語
と
普
通
教
育
を
留
学
生
に
教
授
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
た
。「
某
君
」
が
弘
文
学
院
生
か
否
か
判
断
で
き
な
い
が
、
や
は
り
同
校
で
行
わ

れ
た
「
軍
艦
学
」
の
講
演
も
あ
わ
せ
て
筆
記
し
、
誌
上
に
同
時
掲
載
さ
れ
る
運
び

に
な
っ
た
と
い
う
。
ち
な
み
に
『
新
民
叢
報
』
同
号
に
掲
載
さ
れ
た
「
軍
艦
学
大

略
」
に
も
「
弘
文
学
院
特
別
講
義
」
と
付
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
ち
ら
に
は
な
ぜ
か

講
演
者
の
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。
毎
週
行
わ
れ
た
講
義
の
中
で
二
つ
の
講
義
の

み
が
掲
載
さ
れ
た
理
由
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
後
者
に
関
し
て
は
、

折
し
も
日
露
戦
争
開
戦
の
頃
で
世
の
中
の
関
心
は
そ
こ
に
集
中
し
て
お
り
、
こ
れ

が
掲
載
さ
れ
た
『
新
民
叢
報
』
の
前
号
に
あ
た
る
四
四
・
四
五
号
（
〇
四
年
一
月
）

で
も
、
今
般
の
戦
争
に
関
す
る
記
事
が
ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
い
た
こ
と
か
ら
、
こ

う
し
た
時
局
と
の
関
連
が
指
摘
さ
れ
よ
う
。 

一
方
、
丘
の
講
義
を
時
代
背
景
と
い
う
観
点
で
捉
え
る
な
ら
ば
、
二
〇
世
紀
初

頭
の
わ
が
国
に
お
け
る
進
化
論
の
流
行
の
状
況
的
変
化
と
の
関
連
が
指
摘
さ
れ
よ

う
。 わ

が
国
に
お
け
る
進
化
論
の
最
初
の
紹
介
は
、
一
八
七
七
（
明
治
一
〇
）
年
に

お
雇
い
外
国
人
講
師
と
し
て
東
京
大
学
の
初
代
動
物
学
教
授
に
招
か
れ
た
ア
メ
リ

カ
人
講
師
モ
ー
ス
が
行
っ
た
進
化
論
講
義
で
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
聴
講
学
生
の
石
川
千
代
松
に
よ
る
筆
記
録
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
の
が
『
動
物

進
化
論
』（
一
八
八
三
）
で
あ
っ
た
が
、
わ
が
国
に
お
け
る
進
化
論
の
主
流
は
、
ハ

ー
バ
ー
ト
・
ス
ペ
ン
サ
ー
の
著
作
や
加
藤
弘
之
に
代
表
さ
れ
る
社
会
進
化
論
を
土

台
と
し
た
内
容
が
圧
倒
的
多
数
を
占
め
て
い
た
。
社
会
進
化
論
と
は
ダ
ー
ウ
ィ
ン

の
同
種
個
体
間
の
「
生
存
競
争
」
や
「
適
者
生
存
」
を
社
会
や
国
家
間
の
競
争
に

ま
で
拡
大
解
釈
す
る
考
え
方
を
指
し
、
ス
ペ
ン
サ
ー
を
代
表
的
人
物
と
す
る
が
、



 

（
四
一
） 

そ
の
影
響
力
は
生
物
進
化
論
を
は
る
か
に
凌
ぐ
も
の
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
（
６
）
。 

し
か
し
一
八
九
〇
年
代
に
入
る
と
、
わ
が
国
の
ス
ペ
ン
サ
ー
一
辺
倒
の
状
況
に

変
化
の
兆
し
が
生
じ
る
。
例
え
ば
、
五
島
清
太
郎
『
ダ
ー
ウ
ィ
ン
氏
自
伝
』（
一
八

九
一
年
）、
三
宅
驥
一
『
ダ
ー
ウ
ィ
ン
』（
一
八
九
六
年
）、
さ
ら
に
『
種
の
起
源
』

の
本
邦
初
の
全
訳
と
な
る
立
花
銑
三
郎
訳
『
生
物
始
源 

一
名
種
源
論
』（
同
）
が

出
版
さ
れ
、
こ
こ
に
お
い
て
よ
う
や
く
ダ
ー
ウ
ィ
ン
と
そ
の
学
説
が
注
目
さ
れ
る

状
況
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
二
〇
世
紀
に
入
る
と
さ
ら
に
活
況
を
呈
す
る
こ
と
に
な

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
右
田
裕
規
氏
は
一
九
〇
二
（
明
治
三
五
）
年
の
丸
善
の
広
報

誌
『
学
燈
』
に
よ
る
知
識
人
向
け
の
愛
読
書
・
名
著
ア
ン
ケ
ー
ト
を
例
に
出
し
、

「
国
内
七
十
八
人
の
学
者
・
名
士
を
回
答
者
に
す
え
た
こ
の
名
著
調
査
で
は
、『
種

の
起
源
』
が
三
十
二
票
を
獲
得
し
、
二
位
の
ゲ
ー
テ
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』、
三
位
の
ス

ペ
ン
サ
ー
『
総
合
哲
学
体
系
』
に
大
差
を
つ
け
て
一
位
を
獲
得
し
て
い
る
」
と
い

う
結
果
か
ら
、「
明
治
後
期
の
イ
ン
テ
リ
が
崇
拝
・
信
仰
し
て
い
た
の
は
ダ
ー
ウ
ィ

ン
と
そ
の
生
物
進
化
論
書
だ
っ
た
」（
７
）
と
し
た
上
で
、
当
時
の
知
識
人
を
中
心

と
し
た
「
ダ
ー
ウ
ィ
ン
ブ
ー
ム
」「
ダ
ー
ウ
ィ
ン
熱
」
の
状
況
が
あ
っ
た
こ
と
を
明

ら
か
に
し
て
い
る
。 

丘
が
ダ
ー
ウ
ィ
ン
な
ら
び
に
生
物
進
化
論
に
言
及
す
る
よ
う
に
な
る
の
も
、
こ

の
時
期
と
重
な
っ
て
い
る
。
丘
は
一
八
六
八
（
明
治
元
）
年
に
静
岡
県
で
生
ま
れ
、

一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年
に
東
京
帝
国
大
学
の
動
物
学
選
科
を
修
了
後
、
ド
イ

ツ
に
三
年
間
留
学
、
博
士
号
を
得
て
帰
国
し
た
後
は
山
口
高
等
学
校
に
勤
務
し
、

一
八
九
七
（
明
治
三
〇
）
年
に
は
東
京
高
等
師
範
学
校
に
転
じ
て
生
物
学
を
教
え

て
い
た
。
つ
ま
り
講
演
の
時
点
で
は
嘉
納
と
は
主
従
の
関
係
に
あ
っ
た
。
丘
の
専

門
は
ホ
ヤ
類
と
ヒ
ル
類
の
比
較
解
剖
学
で
あ
り
、
そ
の
研
究
論
文
の
多
く
を
『
動

物
学
雑
誌
』
に
発
表
し
て
い
た
が
、
一
八
九
九
年
の
同
誌
第
百
二
十
四
号
と
百
二

十
六
号
に
お
い
て
「『
ダ
ー
ウ
ィ
ン
』
著
『
種
の
起
源
』」
を
二
回
に
わ
た
り
発
表

し
て
い
る
。
こ
れ
は
『
種
の
起
源
』
第
一
章
か
ら
第
三
章
の
抄
訳
で
あ
る
が
、
名

立
た
る
専
門
家
が
寄
稿
す
る
『
動
物
学
雑
誌
』
誌
上
に
お
い
て
、
丘
の
意
図
は
「
今

一
般
読
者
の
使
利
を
図
り
順
を
追
ひ
て
其
大
意
を
抄
訳
せ
ん
と
す
」（
８
）
る
こ
と

に
あ
っ
た
点
は
注
目
に
値
し
よ
う
。
ま
た
丘
は
東
京
高
等
師
範
に
転
じ
て
以
来
数

多
く
の
教
科
書
も
執
筆
し
て
お
り
、
一
九
〇
〇
年
一
月
に
出
版
さ
れ
た
『
中
学
動

物
学
教
科
書
』（
六
盟
館
）
で
は
最
終
章
を
「
進
化
論
ノ
大
意
」
と
題
し
、
ダ
ー
ウ

ィ
ン
の
名
こ
そ
な
い
が
「
人
為
淘
汰
・
自
然
淘
汰
・
生
存
競
争
・
適
者
生
存
」
等

に
つ
い
て
の
解
説
を
加
え
て
い
る
。 

以
上
の
よ
う
に
、
丘
が
本
格
的
に
生
物
進
化
論
を
扱
う
よ
う
に
な
る
の
は
、
わ

が
国
で
ダ
ー
ウ
ィ
ン
が
注
目
さ
れ
、
ま
さ
に
ブ
ー
ム
が
起
き
つ
つ
あ
っ
た
時
期
と

合
致
し
て
い
る
。
そ
し
て
丘
に
よ
る
「
一
般
読
者
」
向
け
の
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
生
物

進
化
論
を
紹
介
し
よ
う
と
す
る
試
み
は
、
一
九
〇
四
（
明
治
三
五
）
年
一
月
の
『
進

化
論
講
話
』（
以
下
『
講
話
』）
刊
行
に
よ
っ
て
成
し
遂
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
ま
で
わ
が
国
の
進
化
論
の
解
説
書
に
は
石
川
千
代
松
『
進
化
新
論
』（
一
八
九

一
年
）
が
あ
っ
た
が
、
丘
は
こ
れ
に
つ
い
て
「
生
物
学
を
学
ぶ
も
の
に
取
つ
て
は

極
め
て
貴
重
な
書
物
で
あ
る
が
、
高
尚
な
だ
け
に
、
一
般
の
人
が
之
を
理
会
す
る

こ
と
は
中
々
容
易
で
な
い
」
こ
と
か
ら
「
此
有
様
を
見
て
、
大
に
遺
憾
に
思
ふ
の

余
り
、
本
書
の
著
述
を
思
ひ
立
つ
た
の
で
あ
る
」（
９
）
と
説
明
し
て
い
る
。
文
体

面
で
も
石
川
の
文
言
体
に
対
し
て
丘
は
口
語
体
を
用
い
る
な
ど
工
夫
を
凝
ら
し
、

果
た
し
て
一
般
の
読
者
か
ら
も
大
き
な
反
響
を
呼
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
一

九
〇
六
年
に
は
進
化
論
を
扱
っ
た
評
論
集
『
進
化
と
人
生
』
を
刊
行
し
、
こ
ち
ら



 

（
四
二
） 

も
『
講
話
』
と
同
様
に
大
き
な
評
判
を
呼
ん
だ
（
10
）
。 

弘
文
学
院
に
お
け
る
丘
の
講
義
を
筆
録
し
た
「
進
化
論
大
略
」
を
掲
載
し
た
『
新

民
叢
報
』
の
当
該
号
が
出
た
の
は
一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年
二
月
一
四
日
で
あ

る
か
ら
、
講
義
自
体
は
『
講
話
』
初
版
の
刊
行
と
同
じ
時
期
か
そ
れ
以
前
に
行
わ

れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。「
進
化
論
大
略
」
に
は
『
講
話
』
に
関
す
る
言
及
は
な
い
が
、

そ
の
枠
組
み
や
論
理
は
『
講
話
』
を
も
と
に
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に

つ
い
て
は
後
述
す
る
こ
と
に
し
、
こ
こ
で
は
聴
講
す
る
側
の
弘
文
学
院
に
在
籍
す

る
中
国
人
留
学
生
が
一
体
ど
の
よ
う
な
気
持
で
丘
の
講
義
に
臨
ん
だ
の
か
と
い
う

こ
と
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。 

じ
つ
は
多
く
の
中
国
人
留
学
生
に
と
っ
て
、
進
化
論
の
学
説
を
知
る
機
会
は
こ

れ
が
初
め
て
で
は
な
か
っ
た
。
す
で
に
中
国
で
は
厳
復
（
一
八
五
三
～
一
九
二
一
）

に
よ
る
ト
マ
ス
・
ヘ
ン
リ
ー
・
ハ
ク
ス
レ
ー
『
進
化
と
倫
理
』
の
訳
書
で
あ
る
『
天

演
論
』（
一
八
九
八
年
）
が
出
て
い
た
。
し
か
し
同
書
は
一
九
世
紀
後
半
に
流
行
し

た
ス
ペ
ン
サ
ー
の
社
会
進
化
論
の
影
響
を
受
け
た
厳
復
に
よ
る
原
著
者
ハ
ク
ス
レ

―
に
対
す
る
「
か
な
り
の
恣
意
的
な
批
判
と
解
釈
を
加
え
て
訳
出
」
さ
れ
た
、
翻

訳
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
「
翻
案
と
い
う
べ
き
も
の
」（
11
）
と
さ
れ
、
当
時
の
青

年
知
識
人
に
祖
国
の
危
機
的
状
況
を
認
識
さ
せ
る
こ
と
で
強
烈
な
衝
撃
を
与
え
た

が
、
こ
れ
を
通
し
て
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
生
物
進
化
論
の
内
容
を
把
握
す
る
こ
と
は
不

可
能
で
あ
っ
た
。 

ま
た
こ
の
頃
、
戊
戌
政
変
の
難
を
逃
れ
た
梁
啓
超
（
一
八
七
三
～
一
九
二
九
）

の
日
本
に
お
け
る
亡
命
生
活
が
始
ま
っ
て
い
る
。
来
日
か
ら
約
三
年
後
の
一
九
〇

二
年
二
月
、
梁
は
横
浜
で
半
月
刊
誌
『
新
民
叢
報
』（
12
）
を
創
刊
す
る
と
、
そ

の
第
三
号
（
三
月
一
〇
日
）
に
は
「
中
国
之
新
民
」
の
名
で
「
天
演
学
初
祖

ダ

ー

ウ

ィ

ン

達
爾
文

之
学
説
及
其
略
傳
」
を
発
表
し
て
い
る
。
こ
の
当
時
、
梁
啓
超
が
深
く
傾
倒
し
た

の
も
社
会
進
化
論
で
あ
り
、
そ
れ
は
厳
復
の
思
想
的
影
響
も
あ
る
が
（
13
）
、
亡

命
以
後
に
加
藤
弘
之
ら
日
本
人
の
社
会
進
化
論
の
思
想
を
吸
収
す
る
こ
と
で
梁
の

中
心
思
想
と
し
て
い
っ
そ
う
強
固
な
も
の
と
な
っ
た
。
こ
の
論
文
で
も
ダ
ー
ウ
ィ

ン
の
伝
記
と
そ
の
学
説
の
紹
介
に
多
く
紙
幅
を
費
や
し
な
が
ら
、
最
後
は
ダ
ー
ウ

ィ
ン
の
自
然
淘
汰
（
原
文
：「
天
然
淘
汰
」）・
優
勝
劣
敗
の
法
則
が
国
家
・
種
族
・

宗
教
・
学
術
・
人
事
の
す
べ
て
を
貫
く
と
す
る
社
会
進
化
論
の
公
式
に
よ
っ
て
結

ん
で
い
る
。
さ
ら
に
第
八
号
（
五
月
二
二
日
）
で
は
、
馬
君
武
（
一
八
八
一
～
一

九
四
〇
）
が
「
新
派
生
物
学
（
即
天
演
学
）
家
小
史
」
を
発
表
し
て
い
る
が
、
こ

れ
は
『
種
の
起
源
』
の
冒
頭
に
あ
る
「
本
書
第
一
版
刊
行
以
前
に
お
け
る
種
の
起

源
に
関
す
る
説
の
沿
革
略
」
の
抄
訳
に
す
ぎ
な
い
。 

そ
れ
で
も
右
の
文
章
は
当
時
の
中
国
青
年
知
識
層
の
ダ
ー
ウ
ィ
ン
と
そ
の
学
説

に
対
す
る
関
心
を
大
い
に
高
め
る
こ
と
に
貢
献
し
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
例
え
ば

第
九
期
（
六
月
六
日
）
の
「
問
答
」
欄
で
は
、
上
海
南
洋
公
学
の
一
読
者
か
ら
ダ

ー
ウ
ィ
ン
を
始
め
と
す
る
日
本
語
訳
書
の
有
無
を
尋
ね
る
質
問
状
が
掲
載
さ
れ

（
14
）
、
そ
の
回
答
と
し
て
先
の
『
生
物
始
源
（
一
名
種
源
論
）』
の
名
が
あ
げ
ら

れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
経
て
、
翌
々
年
の
二
月
に
は
「
進
化
論
大
略
」
が

掲
載
さ
れ
る
運
び
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。「
弘
文
学
院
特
別
講
義
」
の
一
環
と
し
て

開
催
さ
れ
た
丘
の
講
義
は
そ
の
具
体
的
日
時
こ
そ
不
明
で
あ
る
が
、
折
か
ら
の
ダ

ー
ウ
ィ
ン
ブ
ー
ム
、
あ
る
い
は
丘
の
『
講
話
』
上
梓
と
も
相
俟
っ
て
、
非
常
に
時

宜
を
得
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
当
日
の
聴
衆
の
大
多
数
を
占
め

た
で
あ
ろ
う
中
国
人
留
学
生
た
ち
も
、
日
本
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
生
物
学
者
の

講
義
を
通
し
て
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
生
物
進
化
論
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
機
会



 

（
四
三
） 

と
い
う
こ
と
で
強
い
期
待
を
抱
い
て
臨
ん
だ
と
思
わ
れ
る
。
本
講
義
が
筆
録
と
い

う
形
で
残
さ
れ
て
い
る
の
も
、こ
う
し
た
状
況
が
あ
っ
た
か
ら
で
は
あ
る
ま
い
か
。 

  
 
 
 
 
 
 
 

二
、「
進
化
論
大
略
」
の
構
成
と
内
容 

 

ま
ず
「
進
化
論
大
略
」（
以
下
「
大
略
」）
の
構
成
で
あ
る
が
、
文
中
に
は
小
見

出
し
が
一
切
な
い
の
で
独
自
に
判
断
す
る
よ
り
ほ
か
な
い
。
通
読
す
る
限
り
で
は
、

一
・
前
言
（
約
五
％ 

※
総
字
数
か
ら
算
出
。
以
下
同
じ
）、
二
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の

進
化
説
（
約
三
〇
％
）、
三
・
解
剖
学
に
お
け
る
事
実
（
約
一
五
％
）、
四
・
発
生

学
に
お
け
る
事
実
（
約
一
五
％
）、
五
・
古
生
物
学
に
お
け
る
事
実
（
約
一
五
％
）、

六
、
進
化
論
と
人
間
（
約
五
％
）、
七
・
進
化
論
と
世
界
情
勢
（
約
一
五
％
）
の
順

で
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
を
『
講
話
』
の
構
成
と
比
較
す
る
と

い
っ
た
い
ど
う
な
る
か
。
丘
は
冒
頭
で
「
本
書
は
全
部
を
分
つ
て
二
十
章
と
し
て

あ
る
が
、
尚
之
を
大
別
す
れ
ば
、
第
一
章
・
第
二
章
は
前
置
き
で
、
第
三
章
よ
り

第
八
章
ま
で
は
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
自
然
淘
汰
説
、
第
九
章
よ
り
第
十
七
章
ま
で
が
真

の
生
物
進
化
論
、
第
十
八
章
よ
り
第
二
十
章
ま
で
は
人
間
に
当
て
嵌
め
て
論
じ
た

も
の
で
あ
る
」（
15
）
と
説
明
し
て
い
る
。 

筆
者
の
見
立
て
で
は
「
大
略
」
の
前
言
に
対
応
す
る
の
は
『
講
話
』
第
一
・
二

章
、「
大
略
」
で
最
も
紙
幅
を
占
め
る
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
進
化
説
の
説
明
に
対
応
す
る

の
は
『
講
話
』
第
三
章
か
ら
第
七
章
冒
頭
で
あ
る
。
ま
た
「
大
略
」
の
解
剖
学
、

発
生
学
、
古
生
物
学
そ
れ
ぞ
れ
の
事
実
の
説
明
に
対
応
す
る
の
は
主
に
『
講
話
』

「
第
九
章 

解
剖
学
上
の
事
実
」「
第
十
章 

発
生
学
上
の
事
実
」「
第
十
三
章 

古
生

物
学
の
事
実
」
で
あ
る
。
丘
は
「
第
九
章
よ
り
第
十
七
章
ま
で
が
真
の
生
物
進
化

論
」
と
す
る
が
、
要
す
る
に
各
種
の
事
実
に
よ
っ
て
生
物
進
化
論
を
証
拠
づ
け
る

た
め
の
各
章
で
あ
る
。
そ
し
て
「
大
略
」
の
進
化
論
と
人
間
な
ら
び
に
世
界
情
勢

の
説
明
に
対
応
す
る
の
は
『
講
話
』
「
第
十
八
章 

自
然
に
於
け
る
人
間
の
位
置
」

「
第
十
九
章 

他
の
学
科
と
の
関
係
」
と
考
え
ら
れ
、
後
者
は
そ
れ
ぞ
れ
「
（
進
化

論
を
）
人
間
に
当
て
嵌
め
て
論
じ
た
も
の
」
で
あ
る
。 

以
上
の
比
較
か
ら
「
大
略
」
全
体
の
構
成
は
、
右
に
あ
げ
た
『
講
話
』
の
各
章

を
ほ
と
ん
ど
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
叙
述
面
で
も
類
似
の
箇
所
が

多
く
認
め
ら
れ
る
が
、
全
体
で
八
百
頁
余
り
の
『
講
話
』
に
対
し
、
わ
ず
か
一
七

頁
の
「
大
略
」
で
は
大
幅
な
省
略
が
あ
る
こ
と
は
致
し
方
な
い
。
例
え
ば
「
大
略
」

の
丘
の
冒
頭
の
言
葉
が
そ
う
で
あ
る
。 

 

進
化
論
の
問
題
は
非
常
に
大
き
く
、
今
は
時
間
の
関
係
で
諸
君
に
は
そ
の
概

要
を
述
べ
る
よ
り
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
進
化
論
を
述
べ
る
前
に
、
ぜ
ひ

と
も
進
化
論
の
説
明
か
ら
施
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

ま
ず
「
進
化
論
の
問
題
」
と
は
い
っ
た
い
何
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

『
講
話
』「
第
一
章 

緒
論
」
の
冒
頭
は
、
近
頃
世
間
で
進
化
論
と
い
う
言
葉
が
書

物
・
雑
誌
等
を
通
し
て
非
常
に
普
及
し
て
い
る
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
の
解
釈
は

人
そ
れ
ぞ
れ
で
あ
り
、
進
化
論
を
主
張
す
る
者
同
士
で
も
議
論
を
異
に
し
た
り
、

中
に
は
自
分
勝
手
の
解
釈
を
主
張
し
た
り
す
る
者
も
い
る
と
い
う
記
述
で
始
ま
っ

て
い
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
る
と
「
進
化
論
の
問
題
」
と
は
、
進
化
論
の
解
釈
を
め

ぐ
っ
て
混
乱
し
て
い
る
当
時
の
世
間
の
状
況
を
指
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
「
進
化
論
を
述
べ
る
前
に
、
ぜ
ひ
と
も
進
化
論
の
説
明
か
ら
」
と
い
う
記
述
も



 

（
四
四
） 

簡
潔
す
ぎ
て
わ
か
り
づ
ら
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
「
第
一
章 

緒
論
」
の
「
進
化
論

の
大
意
を
述
べ
る
に
当
た
つ
て
は
、
先
づ
是
非
と
も
進
化
論
と
は
如
何
な
る
も
の

で
あ
る
か
、
如
何
な
る
点
ま
で
は
進
化
論
者
の
説
が
一
致
し
て
居
る
か
、
又
如
何

な
る
点
に
就
い
て
進
化
論
者
は
今
日
尚
議
論
を
戦
は
し
て
居
る
か
を
最
初
に
確
か

め
て
、
進
化
論
の
意
義
を
明
に
し
て
置
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
」（
16 

※
傍
線
戸

井
。
以
下
同
じ
）
と
い
う
記
述
の
傍
線
部
分
が
そ
の
ま
ま
繋
げ
ら
れ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
「
大
略
」
の
丘
の
言
葉
は
『
講
話
』「
第
一
章 

緒
論
」

冒
頭
の
三
〇
〇
字
余
り
の
記
述
を
大
幅
に
要
約
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い

と
い
え
る
だ
ろ
う
。 

こ
れ
に
続
い
て
丘
は
ダ
ー
ウ
ィ
ン
『
種
の
起
源
』
に
つ
い
て
言
及
す
る
。 

 

進
化
論
の
学
説
は
も
と
も
と
百
年
前
に
始
ま
り
ま
す
。
し
か
し
一
種
の
科
学

と
認
め
て
こ
れ
を
研
究
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
十
九
世
紀
後
半
に
ダ
ー
ウ

ィ
ン
が
『
種
の
起
源
』（
原
文
：「
物
種
由
来
」）
を
世
に
送
り
出
し
て
か
ら
の
こ

と
で
あ
り
ま
し
て
、
そ
こ
で
人
々
は
進
化
の
説
に
注
目
し
な
い
わ
け
に
は
い
か

な
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
以
後
、
動
植
物
学
を
研
究
す
る
者
は
日
増
し
に
進
歩

し
、
証
拠
も
ま
す
ま
す
多
く
な
り
、
進
化
を
論
じ
る
者
は
一
層
大
き
な
助
力
を

得
た
の
で
あ
り
ま
す
。 

進
化
論
は
実
に
宇
宙
上
の
生
物
の
古
よ
り
今
ま
で
の
変
遷
を
研
究
し
た
も
の

で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
人
類
も
そ
の
中
に
含
ま
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
が
ダ
ー

ウ
ィ
ン
の
唱
え
た
進
化
論
で
あ
り
ま
す
。 

 

『
講
話
』「
第
二
章 

進
化
論
の
歴
史
」
で
は
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
ま
で
の
古
今
の
博

物
学
者
た
ち
の
進
化
論
に
関
す
る
学
説
の
紹
介
と
ダ
ー
ウ
ィ
ン
『
種
の
起
源
』
の

学
術
的
貢
献
に
つ
い
て
多
く
の
紙
幅
を
費
や
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
一
方
で
ダ
ー
ウ

ィ
ン
の
進
化
説
、
す
な
わ
ち
自
然
淘
汰
に
対
し
て
「
尤
も
此
説
ば
か
り
で
生
物
進

化
の
総
べ
て
の
事
実
を
説
明
す
る
こ
と
が
出
来
る
か
否
か
は
当
時
学
者
の
議
論
し

て
居
る
問
題
で
、
著
者
な
ど
も
自
然
淘
汰
を
以
て
生
物
進
化
の
唯
一
の
原
因
と
は

決
し
て
認
め
ぬ
」（
17
）
と
慎
重
な
見
解
を
示
し
て
い
る
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。

右
の
引
用
で
は
ダ
ー
ウ
ィ
ン
説
を
め
ぐ
る
論
争
云
々
に
つ
い
て
は
一
切
触
れ
ら
れ

ず
、
ひ
た
す
ら
『
種
の
起
源
』
を
め
ぐ
る
一
般
的
見
解
を
簡
潔
に
述
べ
る
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。
こ
こ
ま
で
が
「
大
略
」
の
前
言
に
相
当
す
る
部
分
で
あ
る
。 

な
お
丘
が
『
講
話
』
第
三
章
以
下
で
自
然
淘
汰
を
取
り
上
げ
る
の
は
、
こ
の
説

が
「
今
日
の
所
、
最
も
簡
単
で
、
最
も
多
数
の
事
実
を
明
瞭
に
説
明
し
、
且
差
支

へ
の
生
ず
る
場
合
の
最
も
少
い
」（
18
）
か
ら
で
あ
っ
た
。
ま
た
本
来
な
ら
ば
生

物
進
化
の
証
拠
と
な
る
事
実
を
述
べ
た
上
で
ダ
ー
ウ
ィ
ン
説
（
自
然
淘
汰
）
に
言

及
す
る
の
が
順
序
で
あ
る
が
、
諸
事
情
か
ら
順
序
を
顛
倒
し
「
先
づ
ダ
ー
ウ
ィ
ン

の
説
を
略
述
し
、
次
に
進
化
論
の
根
本
た
る
生
物
進
化
の
事
実
を
証
明
す
る
積
り
」

（
19
）
と
も
述
べ
て
い
る
。
「
大
略
」
で
も
こ
の
順
序
は
踏
襲
さ
れ
て
お
り
、
丘

は
引
き
続
い
て
ダ
ー
ウ
ィ
ン
説
の
祖
述
に
移
っ
て
い
る
。 

 

三
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
進
化
説 

 
「
大
略
」
で
は
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
進
化
説
を
説
明
す
る
た
め
に
、
ま
ず
飼
養
さ
れ

る
動
植
物
の
変
種
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。
丘
は
「
飼
養
す
る
動
物
は
一
つ
の
種

か
ら
数
種
に
変
化
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
想



 

（
四
五
） 

像
し
ま
す
と
、
地
球
上
の
生
物
（
原
文
：
「
宇
宙
間
之
生
物
」）
に
は
こ
の
仕
組
み

が
備
わ
ら
な
い
も
の
は
な
い
と
言
え
る
の
で
あ
り
ま
す
」
と
述
べ
た
上
で
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
飼
養
さ
れ
る
動
物
の
中
で
最
も
変
種
が
多
い
も
の
と
し
て
鳩
を
指
摘
し
、

さ
ら
に
そ
の
中
で
も
形
状
が
奇
抜
な
二
種
類
を
図
版
入
り
（
図
Ｂ
参
照
）
で
紹
介

し
て
い
る
（
20
）
。
丘
の
説
明
に
よ
る
と
、
一
羽
は
飼
嚢
が
発
達
し
「
空
気
を
吸

い
込
ん
で
小
児
の
玩
具
の
風
船
玉
の
よ
う
」、
も
う
一
羽
は
「
尾
の
羽
毛
が
孔
雀
の

よ
う
で
通
常
の
鳩
類
の
三
倍
余
り
」
と
あ
る
が
、
二
羽
の
名
称
は
記
さ
れ
て
い
な

い
。 こ

の
部
分
は
『
講
話
』「
第
三
章 

人
の
飼
養
す
る
動
植
物
の
変
化 

二 

鳩
の
変

種
」
と
対
応
し
て
い
る
。
や
は
り
「
大
略
」
と
同
じ
く
図
版
が
使
用
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
こ
に
は
六
種
類
の
鳩
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
（
図
ｂ
）
、
こ
の
う
ち
「
ハ
」

の
パ
ウ
ダ
ー
の
説
明
で
は
「
餌
嚢
が
非
常
に
大
き
く
発
達
し
て
居
る
上
へ
、
空
気

を
吸
い
込
ん
で
恰
も
小
児
の
玩
具
の
風
船
玉
の
如
く
に
円
く
す
る
」（
21
）
と
あ

り
、
ま
た
「
イ
」
の
フ
ァ
ン
テ
イ
ル
の
説
明
で
は
「
通
常
日
本
の
飼
鳩
な
ど
で
は
、

尾
の
羽
毛
の
数
は
漸
く
十
二
本
位
で
あ
る
が
、
此
種
類
で
は
尾
の
羽
毛
が
三
十
五

六
本
か
ら
四
十
本
位
も
あ
る
」（
22
）
と
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
「
大
略
」
に
あ
る

二
羽
の
説
明
と
類
似
し
て
い
る
。 

さ
ら
に
「
大
略
」
で
は
そ
の
他
の
鳩
の
性
質
に
つ
い
て
「
あ
る
も
の
は
一
時
間

飛
ぶ
と
頭
か
ら
必
ず
後
ろ
へ
数
十
回
回
転
し
ま
す
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
『
講

話
』
の
「
籠
か
ら
飛
び
出
せ
ば
必
ず
直
に
角
兵
衛
獅
子
の
様
に
背
の
方
へ
回
転
す

る
性
質
を
有
す
る
」（
23
）
と
い
う
タ
ン
ブ
ラ
ー
（
図
Ｂ
「
ニ
」
）
の
説
明
と
類
似

し
て
い
る
が
、「
廻
転
の
度
数
の
多
い
も
の
で
は
一
分
間
に
四
十
回
も
四
十
五
回
も

図B 

図ｂ 



 

（
四
六
） 

廻
る
さ
う
で
あ
る
」（
24
）
と
続
け
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
点
は
一
時
間
に
数
十
回

後
ろ
に
回
転
す
る
と
い
う
「
大
略
」
の
説
明
と
は
食
い
違
い
が
見
ら
れ
る
。 

こ
の
後
「
大
略
」
で
は
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
が
ロ
ン
ド
ン
の
「
家
禽
飼
育
会
」
に
加

入
し
て
い
た
際
の
研
究
に
よ
っ
て
鳩
の
変
種
が
わ
か
り
、
そ
れ
ら
が
一
種
類
の
野

生
の
鳩
に
源
を
発
す
る
こ
と
、
そ
の
他
の
飼
養
さ
れ
る
動
物
も
同
様
で
、
例
え
ば

カ
ナ
リ
ア
も
そ
う
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
カ
ナ
リ
ア
の
変
種
に
関
し

て
は
『
講
話
』「
第
三
章 

三 
他
の
動
物
の
変
種
」
に
図
版
入
り
で
詳
し
く
説
明
さ

れ
て
い
る
が
、「
大
略
」
で
は
用
い
ら
れ
ず
、「
三
百
年
前
に
人
が
飼
育
す
る
よ
う

に
な
っ
た
後
、
今
に
至
る
ま
で
変
種
（
原
文
：
種
変
）
が
数
多
く
あ
り
、
英
国
人

は
痩
せ
長
を
好
み
、
日
本
人
は
肥
え
て
小
さ
い
も
の
を
好
み
ま
す
」
と
言
及
す
る

に
と
ど
め
て
い
る
。『
講
話
』
に
も
「
カ
ナ
リ
ア
鳥
の
如
き
は
、
人
が
始
め
て
之
を

飼
養
し
て
か
ら
、
未
だ
三
百
年
に
は
な
ら
ぬ
位
で
あ
る
が
」（
25
）
と
あ
り
、
そ

の
上
で
カ
ナ
リ
ア
の
変
種
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
が
、「
大
略
」
の
「
英
国
人
」

「
日
本
人
」
云
々
と
い
う
記
述
は
見
当
た
ら
な
い
。 

丘
は
一
通
り
変
種
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
今
度
は
変
種
の
起
こ
る
理
由
と
し
て
、

人
為
淘
汰
を
説
明
す
る
。 

 

鳩
と
カ
ナ
リ
ヤ
は
ど
う
し
て
か
く
の
如
き
変
種
が
見
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

思
う
に
飼
養
さ
れ
る
動
物
の
飼
養
は
、
み
な
主
人
の
嗜
好
に
準
ず
る
か
ら
で
あ

り
ま
し
ょ
う
。
例
え
ば
ニ
ワ
ト
リ
が
生
ま
れ
た
後
、
主
人
は
必
ず
や
そ
の
中
の

気
に
入
っ
た
も
の
を
選
ん
で
、
と
く
に
注
意
し
て
こ
れ
を
飼
養
し
、
年
月
が
経

過
す
る
と
、
変
化
が
多
く
な
る
の
で
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
主
人
が
餌
嚢
の
張

っ
た
鳩
を
好
む
と
、
そ
れ
を
選
ん
で
飼
養
し
て
、
後
に
な
っ
て
餌
嚢
の
大
き
な

種
類
と
な
る
に
至
る
の
で
す
。
尾
の
大
き
な
も
の
を
好
む
と
、
そ
れ
を
選
択
し

て
飼
養
し
て
、
後
に
な
っ
て
尾
の
大
き
な
種
類
と
な
る
に
至
る
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
人
間
の
嗜
好
に
よ
っ
て
好
む
種
類
を
繁
殖
す
る
こ
と
、
こ
れ
を
人

為
淘
汰
と
言
う
の
で
あ
り
ま
す
。 

 

こ
こ
で
の
「
主
人
」
と
は
飼
養
者
の
こ
と
で
あ
る
。
変
種
か
ら
人
為
淘
汰
と
い

う
流
れ
は
『
講
話
』
も
同
じ
で
あ
る
が
「
第
四
章 

人
為
淘
汰 

一 

淘
汰
の
方
法
」

で
は
、
人
間
に
よ
る
耳
の
長
い
ウ
サ
ギ
の
造
り
方
を
例
に
と
っ
て
人
為
淘
汰
を
説

明
し
て
い
る
。
だ
が
丘
に
よ
る
と
、
ウ
サ
ギ
は
日
本
で
も
西
欧
と
同
様
の
方
法
で

淘
汰
が
行
わ
れ
て
い
る
「
手
近
な
例
」
に
過
ぎ
ず
、「
若
し
人
為
淘
汰
の
結
果
を
示

す
た
め
な
ら
ば
、（
中
略
）
寧
ろ
西
洋
諸
国
に
あ
る
様
な
著
し
い
動
植
物
の
変
種
を

挙
げ
る
が
適
切
で
あ
る
」（
26
）
と
い
う
。
丘
が
重
視
し
た
の
は
今
日
ま
で
度
重

な
る
改
良
と
努
力
に
よ
っ
て
飼
養
動
物
の
著
し
い
変
種
を
生
み
出
し
て
き
た
西
欧

の
人
為
淘
汰
の
方
法
で
あ
っ
た
。「
大
略
」
で
西
欧
の
ニ
ワ
ト
リ
や
鳩
を
例
に
と
っ

て
人
為
淘
汰
の
方
法
を
説
明
す
る
の
は
、
そ
れ
ま
で
の
流
れ
も
考
慮
し
て
の
こ
と

で
あ
ろ
う
が
、
上
に
見
た
西
欧
の
人
為
淘
汰
を
重
視
す
る
丘
の
考
え
方
に
も
基
づ

い
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
上
で
丘
は
人
為
淘
汰
を
次
の
よ
う
に
ま
と
め

て
い
る
。 

 

然
る
に
地
球
上
の
動
植
物
は
ど
う
し
て
人
間
の
意
に
従
い
淘
汰
さ
れ
る
の
で

し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
三
つ
の
条
件
が
備
わ
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。 

（
一
）
親
の
性
質
は
子
に
傳
わ
る
こ
と
。こ
れ
を
遺
伝
と
言
う
の
で
あ
り
ま
す
。 

（
二
）
同
じ
親
が
生
ん
だ
子
の
間
に
も
必
ず
相
違
の
処
が
あ
る
こ
と
。
こ
れ
を



 

（
四
七
） 

変
異
と
言
う
の
で
あ
り
ま
す
。 

（
三
）
生
ま
れ
た
子
の
数
が
非
常
に
多
く
、
そ
の
中
か
ら
選
択
を
行
う
こ
と
。

こ
れ
を
選
択
と
言
う
の
で
あ
り
ま
す
。 

こ
の
三
つ
の
理
由
に
よ
り
、
淘
汰
の
結
果
が
現
れ
る
の
で
す
。 

 

こ
れ
と
ほ
ぼ
同
様
の
記
述
が
『
講
話
』「
第
四
章 

一 

淘
汰
の
方
法
」
の
末
尾
に

あ
る
。
た
だ
し
引
用
の
三
箇
所
の
傍
線
部
分
の
記
述
は
見
当
た
ら
な
い
。
さ
ら
に

「
大
略
」
で
は
「
ダ
ー
ウ
ィ
ン
は
家
禽
に
お
け
る
変
種
を
観
察
し
て
、
地
球
上
の

生
物
に
は
概
ね
こ
の
理
（
淘
汰
）
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
推
量
し
た
の
で
あ
り

ま
す
」
と
し
た
上
で
、
と
く
に
変
異
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
付
け
加
え
て
い
る
。 

 

遺
伝
は
も
と
よ
り
、
変
異
（
原
文
：
「
変
種
」）
も
至
る
所
に
見
ら
れ
る
の
で

あ
り
ま
す
が
、
惜
し
い
こ
と
に
い
つ
も
人
間
の
注
意
が
払
わ
れ
な
い
だ
け
の
こ

と
な
の
で
あ
り
ま
す
。
試
し
に
母
親
を
同
じ
く
し
て
生
ま
れ
た
二
羽
の
ス
ズ
メ

を
例
に
と
り
ま
す
と
、
そ
の
形
状
を
観
察
す
る
と
同
じ
で
あ
り
ま
す
が
、
仔
細

に
観
察
を
加
え
ま
す
と
、
実
際
互
い
に
異
な
る
点
が
存
在
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。 

 

『
講
話
』
「
第
四
章 

三 

変
化
性
の
こ
と
」（
27
）
で
も
「
雞
で
も
、
鳩
で
も
、

馬
で
も
、
牛
で
も
、
丁
寧
に
調
べ
て
見
さ
へ
す
れ
ば
、
一
対
の
親
か
ら
生
ま
れ
た

子
の
中
に
も
必
ず
変
化
の
あ
る
こ
と
は
直
に
解
る
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
が
、
一

体
変
異
が
ど
の
よ
う
な
理
由
と
法
則
に
よ
っ
て
起
こ
る
の
か
わ
か
ら
な
い
と
す
る

見
解
が
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
。
丘
に
よ
れ
ば
変
異
は
遺
伝
と
同
様
に
「
現
時
の

我
々
の
知
識
で
は
中
々
了
解
の
出
来
ぬ
こ
と
が
多
い
」（
28
）
現
象
で
あ
る
と
い

う
の
だ
が
、「
大
略
」
で
は
こ
の
こ
と
に
触
れ
ら
れ
な
い
。 

次
い
で
丘
は
生
物
の
増
加
に
つ
い
て
言
及
す
る
。 

 

ま
た
宇
宙
間
の
生
物
を
観
察
し
ま
す
と
、
千
種
萬
類
そ
の
繁
殖
は
無
限
で
あ

り
、
幾
何
級
数
の
増
加
と
い
っ
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
一
匹
の

ネ
ズ
ミ
か
ら
十
匹
の
子
が
生
じ
、
十
匹
の
子
に
よ
っ
て
さ
ら
に
百
匹
の
子
が
生

じ
、
生
ま
れ
て
は
増
加
す
る
こ
と
に
な
り
、
つ
い
に
は
億
兆
の
ネ
ズ
ミ
へ
と
至

る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
こ
の
億
兆
の
ネ
ズ
ミ
も
、
必
ず
競
争

の
才
能
を
備
え
て
お
る
も
の
が
、
然
る
後
に
そ
こ
で
生
存
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
競
争
の
才
能
を
備
え
て
い
る
と
申
し
ま
し
て
も
、
す

べ
て
が
そ
う
で
あ
る
と
は
限
ら
ず
、
実
際
は
僅
か
少
数
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
り

ま
す
。
ま
た
ス
ズ
メ
も
百
羽
を
生
ん
だ
と
し
て
、
必
ず
敵
か
ら
逃
げ
る
資
格
の

あ
る
も
の
、
或
い
は
羽
の
色
や
形
を
変
え
た
り
す
る
こ
と
で
敵
の
察
知
を
免
れ

る
も
の
が
お
り
、
よ
う
や
く
空
を
飛
ん
で
生
存
で
き
る
の
は
百
羽
の
う
ち
の
二
、

三
羽
だ
け
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。 

 

『
講
話
』「
第
七
章 

生
存
競
争
」
の
冒
頭
で
も
、
や
は
り
ス
ズ
メ
を
例
に
あ
げ

て
類
似
の
説
明
を
行
っ
て
い
る
。
引
き
続
き
同
書
は
無
意
識
・
異
種
間
・
同
種
間

の
競
争
に
つ
い
て
言
及
し
、
こ
の
中
で
「
其
種
の
進
化
の
原
因
」
と
な
る
同
種
間

の
競
争
を
研
究
し
、
調
査
す
る
の
が
「
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
自
然
淘
汰
説
の
主
眼
」（
29
）

で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
右
の
引
用
で
は
「
競
争
の
才
能
」
が
生
存
の
必
須

条
件
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
る
だ
け
で
、
そ
の
競
争
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
は
言

及
せ
ず
、
次
に
琉
球
に
お
け
る
珍
し
い
蝶
、
北
海
道
に
生
息
す
る
砕
碗
虫
と
呼
ば



 

（
四
八
） 

れ
る
昆
虫
の
擬
態
を
例
に
挙
げ
た
上
で
（
30
）
、
自
然
淘
汰
を
次
の
よ
う
に
定
義

し
て
い
る
。 

 

生
物
中
で
も
し
も
生
存
に
適
さ
な
け
れ
ば
、
死
に
絶
え
る
と
い
う
の
が
必
然

の
理
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
自
然
淘
汰
と
い
う
の
で
あ
り
ま
す
。
地
球
上
の
生

物
は
元
々
こ
れ
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
少
な
く
、
故
に
動
物
が
生
ま
れ

る
の
で
あ
り
ま
す
。
水
中
に
泳
ぐ
も
の
も
お
り
、
野
原
を
飛
翔
す
る
も
の
も
お

り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
そ
の
場
所
に
よ
っ
て
適
宜
な
る
生
態
を
具
え
て
生
活
す
る
の

で
あ
り
ま
す
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
必
ず
や
滅
亡
に
帰
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ

り
ま
す
。 

 

『
講
話
』「
第
六
章 

動
植
物
の
増
加
」
の
冒
頭
に
「
而
し
て
如
何
な
る
も
の
が

生
存
競
争
に
打
勝
つ
か
と
い
へ
ば
、
無
論
、
生
活
に
適
し
た
も
の
が
生
存
す
る
に

定
ま
つ
て
居
る
か
ら
、
代
々
多
数
の
も
の
の
中
か
ら
、
最
も
生
活
に
適
し
た
も
の

の
み
が
生
存
し
て
繁
殖
す
る
訳
に
な
る
が
、
是
が
ダ
ー
ウ
ィ
ン
が
初
め
て
心
附
き
、

生
物
進
化
の
主
な
る
原
因
と
し
て
世
に
公
に
し
た
自
然
淘
汰
で
あ
る
」（
31
）
と

い
う
記
述
が
あ
る
。
と
も
に
「
生
存
」「
生
活
」
の
語
を
用
い
て
自
然
淘
汰
を
説
明

す
る
点
は
共
通
し
て
い
る
が
、「
大
略
」
で
は
不
適
（
者
）
＝
滅
亡
と
い
う
観
点
で

自
然
淘
汰
が
説
明
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、『
講
話
』
で
は
適
者
生
存
の
観
点
で
説
明

さ
れ
る
。
ま
た
「
大
略
」
で
は
自
然
淘
汰
が
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
進
化
説
の
主
要
理
論

で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
な
い
。 

こ
こ
ま
で
が
「
大
略
」
に
お
け
る
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
進
化
説
を
説
明
し
た
部
分
で

あ
る
。
変
種
・
人
為
淘
汰
・
生
物
の
増
加
・
自
然
淘
汰
と
い
う
流
れ
は
『
講
話
』

の
内
容
と
対
応
し
て
い
る
が
、
丘
は
き
わ
め
て
簡
潔
に
ダ
ー
ウ
ィ
ン
説
の
ア
ウ
ト

ラ
イ
ン
の
み
を
祖
述
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

四
、
解
剖
学
・
発
生
学 

 

次
に
丘
が
取
り
上
げ
る
の
は
「
分
業
」
で
あ
る
。 

 

世
界
の
事
物
は
す
べ
て
簡
単
よ
り
複
雑
に
進
む
の
で
あ
り
ま
す
。
人
間
は
天

地
が
開
け
ぬ
時
代
に
は
一
人
で
幾
つ
も
の
仕
事
を
こ
な
し
て
お
り
ま
し
た
。
建

築
を
し
た
り
栽
培
を
し
た
り
、
そ
う
す
る
こ
と
で
生
活
の
助
け
と
し
て
い
た
の

で
す
。
文
明
（
原
文
：
「
文
化
」）
が
日
に
日
に
進
み
分
業
が
進
む
よ
う
に
な
っ

て
、
各
自
が
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
を
司
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
こ
れ
故
、
分

業
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
ま
す
ま
す
複
雑
に
な
り
、
そ
し
て
ま
す
ま
す
進
歩
し
た
の

で
あ
り
ま
す
。す
な
わ
ち
動
物
の
身
体
に
お
け
る
器
官
の
構
造
も
、
解
剖
学
上
、

発
生
学
上
よ
り
考
察
す
る
と
、
や
は
り
簡
単
よ
り
複
雑
に
進
ま
な
い
も
の
は
な

い
の
で
あ
り
ま
す
。 

 

『
講
話
』「
第
八
章 

自
然
淘
汰 

二 

簡
単
よ
り
複
雑
に
進
む
こ
と
」
で
も
「
分

業
」
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
現
状
の
人
間
社
会
に
お
け
る
「
野
蛮
国
」

と
「
文
明
国
」
の
対
比
か
ら
、
未
開
の
分
業
の
進
ま
な
い
「
野
蛮
国
」
と
分
業
が

最
も
進
ん
だ
「
文
明
国
」
で
は
仮
に
戦
争
の
勝
敗
も
「
是
は
素
よ
り
論
に
も
及
ば

ぬ
こ
と
」（
32
）
と
し
、
次
い
で
動
植
物
の
生
存
競
争
に
お
い
て
も
「
身
体
各
部
の

間
に
分
業
の
行
は
れ
る
こ
と
の
多
い
も
の
は
、
人
間
社
会
の
有
様
に
比
較
し
て
も



 

（
四
九
） 

解
る
通
り
、（
中
略
）
分
業
の
行
は
れ
る
こ
と
の
少
い
も
の
に
対
し
て
勝
つ
見
込
が

あ
る
」（
33
）
と
す
る
よ
う
に
、
生
存
競
争
に
お
け
る
勝
敗
の
基
準
と
し
て
分
業
の

多
寡
を
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
「
大
略
」
で
は
分
業
と
生
存
競
争
と
の
関
係
、

ま
た『
講
話
』
同
章
で
詳
述
さ
れ
る
退
化
や
雌
雄
淘
汰
に
つ
い
て
の
言
及
が
な
い
。

お
そ
ら
く
こ
の
記
述
は
、
こ
れ
よ
り
後
に
述
べ
ら
れ
る
解
剖
学
と
発
生
学
上
の
事

実
に
よ
っ
て
ダ
ー
ウ
ィ
ン
説
の
裏
付
け
る
た
め
の
導
入
部
分
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

動
植
物
は
す
べ
て
一
つ
の
種
よ
り
幾
つ
も
の
種
に
変
化
し
、
簡
単
よ
り
進
ん

で
複
雑
に
至
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
人
類
も
動
物
の
一
部
分
で
あ
る
故
、
そ

の
変
化
に
関
し
て
も
ま
た
然
り
で
あ
り
ま
す
。
今
人
類
及
び
高
等
動
物
に
つ
い

て
解
剖
学
上
か
ら
こ
の
こ
と
を
申
し
ま
す
と
、
そ
の
中
に
は
少
し
ば
か
り
の
不

用
の
器
官
（
原
文
：「
一
二
無
用
器
官
」）
が
存
在
し
な
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

丘
は
ま
ず
解
剖
学
上
の
事
実
か
ら
ダ
ー
ウ
ィ
ン
説
を
証
拠
づ
け
る
。
こ
れ
よ
り

以
下
は
『
講
話
』「
第
九
章 

解
剖
学
上
の
事
実 

一 

不
用
の
器
官
」
と
対
応
し
て

い
る
。
た
だ
し
『
講
話
』
で
は
「
特
に
高
等
の
動
物
を
検
す
る
と
、
体
の
表
面
に

現
れ
た
処
に
も
又
内
部
に
隠
れ
た
構
造
の
方
に
も
、
生
活
上
何
の
役
に
も
立
た
ぬ

不
用
の
器
官
が
幾
ら
も
あ
る
」（
34
）
と
さ
れ
て
お
り
、
不
用
の
器
官
を
「
少
し

ば
か
り
」
と
す
る
講
演
と
は
表
現
を
異
に
し
て
い
る
。「
略
論
」
は
続
け
て
「
も
し

人
類
が
古
よ
り
特
別
に
造
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
ど
う
し
て
別
に
不
用
の

器
官
を
付
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。
し
か
し
進
化
論
に
よ
っ

て
こ
の
こ
と
を
推
測
す
れ
ば
、
ま
っ
た
く
正
し
い
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
り

ま
す
」
と
あ
る
よ
う
に
、
丘
が
こ
こ
で
不
用
の
器
官
に
言
及
す
る
の
は
、
生
物
進

化
の
理
論
を
証
拠
づ
け
る
た
め
で
あ
っ
た
。
そ
の
具
体
例
と
し
て
、
丘
は
人
間
の

耳
な
ら
び
に
額
の
筋
肉
の
存
在
を
指
摘
し
て
い
る
。 

 

お
よ
そ
人
類
に
耳
を
動
か
せ
る
も
の
は
お
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
解
剖
し
て
み

る
と
、
耳
の
あ
た
り
に
実
に
多
く
の
筋
肉
が
あ
り
ま
し
て
、
上
下
左
右
に
運
動

す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
は
他
の
動
物
と
同
じ
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
筋
肉
は

人
間
に
と
っ
て
不
用
で
あ
り
ま
す
。
も
し
他
の
動
物
、
例
え
ば
犬
猫
の
類
で
あ

る
な
ら
ば
、
ま
さ
に
こ
れ
を
使
っ
て
耳
筋
を
動
か
す
こ
と
で
聴
覚
を
助
け
る
の

で
あ
り
ま
す
。（
以
下
原
注
：
「
猿
類
《
原
文
：
「
猿
以
下
」》
み
な
然
り
、
し
か

し
猩
猩
と
人
間
は
異
な
る
」）。
さ
ら
に
人
体
の
皮
膚
を
見
て
み
る
と
、
額
の
皮

膚
を
除
い
て
、
他
の
部
分
は
動
か
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
し
か

し
解
剖
し
て
見
て
み
る
と
、
皮
膚
の
下
に
も
多
く
の
筋
肉
が
あ
り
、
皮
膚
を
動

か
す
こ
と
が
で
き
る
の
は
他
の
動
物
と
同
じ
で
あ
り
ま
す
。
他
の
動
物
に
と
っ

て
は
至
っ
て
役
に
立
つ
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
例
え
ば
ハ
エ
が
馬
の
背
中
に
集

ま
る
と
、
馬
は
そ
の
皮
膚
を
動
か
す
こ
と
で
こ
れ
を
追
い
払
う
こ
と
が
で
き
る

の
で
す
が
、
人
間
の
方
は
で
き
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
お
そ
ら
く
人
間
が
手
を

使
う
よ
う
に
な
っ
た
後
、
こ
の
筋
肉
は
つ
い
に
不
用
に
帰
す
こ
と
に
な
っ
た
の

で
あ
り
ま
し
ょ
う
。 

 
『
講
話
』
で
は
高
等
動
物
の
不
用
の
器
官
と
し
て
、
や
は
り
人
間
の
耳
な
ら
び

に
額
の
筋
肉
に
加
え
て
尾
骶
骨
と
盲
腸
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
耳

の
筋
肉
に
関
し
て
は
図
版
入
り
で
仔
細
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。「
猩
猩
」
は
『
講
話
』

に
も
「
猩
々
」
と
あ
る
が
、
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
額
の
皮
膚



 

（
五
〇
） 

に
つ
い
て
も
『
講
話
』
に
右
と
同
様
の
例
の
説
明
が
あ
る
。
し
か
し
引
用
の
「
お

そ
ら
く
人
間
が
手
を
使
う
」
以
下
の
記
述
は
『
講
話
』
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
丘

が
「
大
略
」
で
人
間
の
耳
と
額
の
筋
肉
の
み
を
取
り
上
げ
る
の
は
、
右
の
引
用
に

続
く
「
そ
も
そ
も
地
球
上
の
動
物
は
み
な
不
用
の
器
官
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
り

ま
す
。
耳
筋
と
皮
筋
は
そ
の
最
も
顕
著
な
も
の
で
あ
り
ま
す
」
と
い
う
理
由
か
ら

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
上
で
人
間
の
不
用
の
器
官
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
ま
と
め

て
い
る
。 

 

欧
州
の
解
剖
学
者
が
人
体
の
不
用
の
器
官
を
詳
し
く
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
実

に
百
に
及
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
昔
に
思
い
を
馳
せ
れ
ば
こ
れ
ら
は

必
ず
す
べ
て
役
に
立
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
り
ま
す
が
、
進
化
に
よ
っ
て
、
つ
い

に
無
駄
に
備
わ
る
だ
け
と
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
今
日
の
動

物
は
必
ず
や
み
な
他
の
生
物
か
ら
進
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
不
用
の
器
官
は
遺

伝
に
よ
っ
て
残
さ
れ
た
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。 

 

『
講
話
』
で
は
人
間
の
耳
筋
に
始
ま
る
一
連
の
不
要
の
器
官
に
つ
い
て
の
説
明

の
前
に
「
或
る
解
剖
学
者
は
人
間
の
胎
児
が
初
め
て
出
来
る
と
き
か
ら
成
人
と
成

り
終
る
ま
で
の
間
に
生
ず
る
不
用
の
器
官
を
数
え
上
げ
て
み
た
が
、
其
数
は
殆
ど

百
近
く
も
あ
つ
た
」（
35
）
と
あ
る
の
で
、「
大
略
」
と
は
記
述
が
顛
倒
し
て
い
る
。

「
大
略
」
は
、
さ
ら
に
人
体
の
不
用
の
器
官
を
説
明
し
て
い
る
。 

人
体
に
不
用
の
器
官
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
一
例
を
あ
げ
て
そ

の
理
由
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
例
え
ば
洋
服
の
袖
に
は
二
つ
の
ボ
タ

ン
が
付
い
て
お
り
ま
す
が
、
今
で
は
使
う
こ
と
な
く
形
を
残
し
て
い
る
に
す
ぎ

ま
せ
ん
。
し
か
し
昔
に
思
い
を
馳
せ
れ
ば
、
そ
れ
は
実
際
に
シ
ャ
ツ
の
ボ
タ
ン

と
同
じ
よ
う
に
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
英
語
のR

ig
ht

の
語
を
例

に
出
し
ま
す
と
、
発
音
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
読
む
とg

h

の
二
文
字
の
綴
り
は
実

際
に
は
省
略
し
て
よ
ろ
し
い
の
で
す
が
、
昔
に
思
い
を
馳
せ
れ
ば
、
英
語
のgh

の
二
文
字
は
必
ず
や
発
音
し
た
は
ず
で
、
今
日
に
至
っ
て
発
音
す
る
こ
と
は
と

っ
く
に
無
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
文
字
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
あ
る
の
で

す
。
生
物
も
ま
た
然
り
、
生
物
の
進
化
の
筋
道
を
知
ろ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
こ

れ
ら
不
用
の
器
官
は
も
と
よ
り
研
究
の
一
つ
の
材
料
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。 

 

『
講
話
』
で
は
「
斯
様
に
、
初
め
役
に
立
つ
た
器
官
が
、
必
要
が
無
く
な
つ
た

後
ま
で
其
痕
跡
を
留
め
る
例
は
、
動
物
界
に
は
沢
山
あ
る
が
、
我
々
人
間
社
会
を

見
る
と
、
之
と
同
様
な
こ
と
が
幾
ら
も
あ
る
」（
36
）
と
し
た
上
で
、
金
平
糖
を

入
れ
る
箱
の
小
さ
な
口
、
の
し
紙
に
印
刷
さ
れ
た
熨
斗
鮑
、
そ
し
て
洋
服
の
上
着

の
袖
の
釦
と
英
語
の
文
字
の
綴
り
方
が
例
に
出
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
今
日
で
は
用
い

ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
た
だ
痕
跡
の
み
が
残
っ
て
い
る
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
こ

れ
以
外
に
も
『
講
話
』
で
は
人
間
社
会
や
生
活
の
中
の
身
近
な
例
を
出
し
て
生
物

進
化
の
理
論
を
説
明
す
る
試
み
が
図
ら
れ
て
い
る
が
、
筑
波
常
治
氏
が
指
摘
す
る

よ
う
に
、
こ
れ
は
同
書
の
最
も
ユ
ニ
ー
ク
な
特
徴
で
あ
り
、
一
般
読
者
の
関
心
を

強
く
惹
き
つ
け
た
大
き
な
理
由
の
一
つ
で
あ
る
（
37
）
。「
大
略
」
で
も
、
丘
は
人

間
の
生
活
の
身
近
に
残
る
洋
服
の
袖
の
ボ
タ
ン
や
英
単
語
の
綴
り
方
と
い
っ
た
不

用
の
痕
跡
を
例
に
出
し
、
そ
れ
ぞ
れ
人
体
の
不
用
の
器
官
に
喩
え
て
わ
か
り
や
す

く
説
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
『
講
話
』
と
同
様
の
取
り
組
み
が
「
大
略
」



 

（
五
一
） 

で
も
図
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
き
わ
め
て
興
味
深
い
点
で
あ
る
。 

「
大
略
」
は
生
物
の
不
用
の
器
官
に
続
け
て
、
今
度
は
動
物
の
前
肢
の
骨
を
取

り
上
げ
る
。
丘
は
こ
こ
で
再
び
図
版
を
用
い
な
が
ら
（
図
Ｃ
）
、
人
、
鯨
、
蝙
蝠
の

前
肢
の
解
剖
図
を
も
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
手
の
骨
が
数
や
長
短
の
差
は
あ
る
も
の

の
、
い
ず
れ
も
構
造
が
同
じ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
説
明
す
る
。
こ
の
部
分
は
『
講

話
』「
第
九
章 

二 

哺
乳
類
の
前
肢
」
に
対
応
す
る
が
、
そ
こ
で
も
図
版
（
「
第
二

十
図 

哺
乳
類
の
前
肢
」）
が
用
い
ら
れ
（
図
ｃ
）、
人
（
イ
）、
犬
（
ロ
）、
鯨
（
ハ
）、

蝙
蝠
（
二
）、
モ
グ
ラ
（
ホ
）
の
各
前
肢
を
も
と
に
「
大
略
」
と
同
様
の
説
明
を
し

て
い
る
。
こ
こ
で
も
図
版
の
精
緻
さ
は
『
講
話
』
が
上
回
る
が
、「
大
略
」
に
付
さ

れ
た
「
人
前
肢
」
図
を
見
る
と
、
上
膞
骨
、
前
膞
（
骨
）、
掌
骨
と
い
う
よ
う
に
、

骨
の
各
部
の
呼
称
が
添
え
ら
れ
て
い
る
点
が
異
な
っ
て
い
る
（
38
）
。
丘
は
さ
ら

に
次
の
よ
う
に
続
け
る
。 

 

思
う
に
ク
ジ
ラ
は
遊
泳
す
る
た
め
に
円
く
短
い
形
と
な
り
、
コ
ウ
モ
リ
は
飛

翔
す
る
た
め
に
細
長
の
形
と
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
し
て
、
ど
ち
ら
も
大
き
な
膜

で
こ
れ
を
包
ん
で
お
り
ま
す
。
仮
に
造
物
主
が
そ
れ
ぞ
れ
使
用
す
る
便
利
の
た

め
に
こ
れ
ら
を
造
っ
た
と
し
た
な
ら
ば
、
そ
の
（
骨
の
）
形
は
異
な
る
は
ず
で

あ
り
ま
し
て
、
無
理
に
一
つ
一
つ
人
類
と
同
じ
に
す
る
必
要
は
な
い
の
で
あ
り

ま
す
。
今
は
そ
う
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
人
類
と
コ
ウ
モ
リ
等
は
皆
同
一
の
種

よ
り
変
化
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
り
ま
す
。
飼
養
さ
れ
る
動

物
の
鳩
の
類
の
変
種
と
同
じ
理
由
で
あ
り
ま
す
。 

 

図C 

図ｃ 



 

（
五
二
） 

『
講
話
』
に
も
こ
れ
と
類
似
す
る
記
述
が
あ
る
が
（
39
）
、「
ど
ち
ら
も
大
き
な

膜
で
こ
れ
を
包
ん
で
お
り
ま
す
」
と
最
後
の
「
飼
養
さ
れ
る
動
物
」
以
下
の
記
述

は
見
当
た
ら
な
い
。 

 

 

今
試
し
に
一
人
の
機
械
技
師
に
飛
ぶ
機
械
、
泳
ぐ
機
械
を
造
れ
と
頼
ん
だ
な

ら
ば
、
そ
れ
ら
の
構
造
は
必
ず
や
異
な
る
は
ず
で
あ
り
ま
す
。
時
に
人
間
の
手

の
骨
を
与
え
て
基
本
と
し
（
造
ら
せ
た
と
）
と
し
ま
し
ょ
う
。
必
ず
や
（
機
械

技
師
は
）
骨
を
引
き
延
ば
し
蝙
蝠
の
翼
の
形
に
し
て
飛
翔
さ
せ
、
削
っ
て
短
く

し
鯨
の
鰭
の
形
に
し
て
遊
泳
さ
せ
る
こ
と
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
両
者
は
外
形
が

異
な
り
ま
す
が
そ
の
仕
組
み
は
元
々
同
じ
な
の
で
あ
り
ま
す
。
同
一
の
種
よ
り

変
化
し
た
理
由
も
こ
れ
と
同
じ
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。 

 

こ
の
部
分
は
『
講
話
』
の
次
の
記
述
と
対
応
し
て
い
る
。 

 

若
し
器
械
師
に
飛
ぶ
器
械
を
造
れ
、
泳
ぐ
器
械
を
造
れ
と
唯
命
じ
た
な
ら
ば
、

器
械
師
は
単
に
各
其
目
的
に
適
ふ
様
に
造
る
か
ら
、
目
的
の
全
く
違
つ
た
器
械

は
出
来
上
が
っ
た
後
に
少
し
も
互
に
相
似
た
処
は
な
い
筈
で
あ
る
。
然
る
に
実

際
蝙
蝠
の
翼
や
、
鯨
の
鰭
を
見
る
と
、
恰
も
人
の
手
や
犬
の
前
足
を
器
械
師
に

渡
し
て
、
之
を
引
き
延
ば
し
た
り
、
圧
し
縮
め
た
り
、
削
つ
た
り
打
ち
拡
げ
た

り
し
て
、
飛
ぶ
機
械
と
泳
ぐ
器
械
と
に
造
り
直
せ
と
命
じ
た
か
思
は
れ
る
程
で
、

外
形
だ
け
は
、
各
ゝ
其
目
的
に
適
ふ
様
に
互
に
著
し
く
相
異
な
つ
て
居
る
が
、

根
本
の
仕
組
に
は
少
し
の
相
違
が
な
い
（
40
）
。 

 

い
ず
れ
の
記
述
も
機
械
技
師
（
器
械
師
）
に
人
間
の
手
の
骨
な
ど
同
一
の
素
材

を
与
え
れ
ば
、
必
ず
「
飛
ぶ
機
（
器
）
械
」「
泳
ぐ
機
（
器
）
械
」
を
作
り
上
げ
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
蝙
蝠
の
翼
、
鯨
の
鰭
も
外
形
こ
そ
異
な
る
が
、
あ
た
か

も
機
械
技
師
に
造
り
上
げ
ら
れ
た
か
の
よ
う
に
両
者
の
元
々
の
仕
組
み
は
同
じ
で

あ
る
と
す
る
。
と
こ
ろ
で
丘
の
い
う
機
械
技
師
（
器
械
師
）
と
は
一
体
何
の
喩
え

で
あ
る
の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
『
講
話
』
を
読
み
進
め
る
と
、
そ
れ
が
自
然
淘
汰

の
比
喩
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
丘
は
「
（
生
物
が
）
実
際
進
化
し
来
つ
た
も
の
と

す
れ
ば
、
恰
も
共
同
の
先
祖
と
い
ふ
一
種
の
既
に
存
在
し
て
居
た
動
物
を
取
つ
て
、

之
を
自
然
淘
汰
と
い
ふ
器
械
師
に
渡
し
、
之
を
基
と
し
て
飛
ぶ
も
の
、
泳
ぐ
も
の

な
ど
を
造
れ
と
命
じ
た
と
同
様
で
あ
る
か
ら
、
外
形
は
各
ゝ
其
働
き
に
適
す
る
様

に
相
異
な
つ
た
も
の
が
出
来
る
が
、
根
本
の
仕
組
は
相
同
じ
か
ら
ざ
る
を
得
な
い
」

（
41
）
と
し
、
蝙
蝠
の
翼
、
鯨
の
鰭
の
構
造
が
共
通
す
る
の
も
「
単
に
説
明
が
出

来
る
と
い
ふ
の
み
な
ら
ず
、
此
外
に
は
出
来
ぬ
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
考
え
に
達
す

る
」（
42
）
と
し
て
、
先
の
人
体
の
不
用
の
器
官
と
同
様
に
、
動
物
の
前
肢
の
骨

の
形
が
共
通
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
で
、
生
物
の
進
化
が
ま
ぎ
れ
も
な

い
事
実
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
「
大
略
」
に
は
こ
う
し
た
言
及
が

な
く
、
さ
ら
に
脊
椎
動
物
の
脛
骨
を
取
り
上
げ
て
解
剖
学
上
の
事
実
か
ら
の
生
物

進
化
の
証
明
を
結
ん
で
い
る
。 

「
大
略
」
は
解
剖
学
に
続
い
て
、
今
度
は
発
生
学
の
事
実
か
ら
生
物
の
進
化
の

証
拠
を
説
明
す
る
。 

 

さ
ら
に
発
生
学
の
立
場
か
ら
こ
の
こ
と
（
生
物
の
進
化
）
を
申
し
ま
す
と
、

お
よ
そ
両
親
が
子
を
産
む
に
は
、
妊
娠
の
初
期
に
は
意
の
ま
ま
に
は
い
か
ぬ
も



 

（
五
三
） 

の
で
あ
り
ま
す
。
必
ず
時
日
を
経
て
然
る
後
に
変
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
次
第

に
形
づ
く
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
馬
の
上
顎
に
は
歯
が
あ
り
ま
せ
ん

が
、
下
顎
に
は
あ
る
の
で
す
。（
食
べ
）
物
を
口
に
す
る
時
に
下
（
の
歯
）
と
上

顎
の
皮
で
以
て
咀
嚼
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。
思
う
に
馬
の
妊
娠
の
初
期
に
組
織

（
原
文
：
細
胞
）
が
出
来
上
が
る
過
程
に
お
い
て
歯
が
生
え
る
時
期
が
あ
り
、

後
に
不
用
と
な
っ
た
た
め
に
次
第
に
廃
れ
て
僅
か
に
上
顎
が
存
在
す
る
だ
け
に

な
っ
た
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。 

 

『
講
話
』「
第
十
章 

発
生
学
上
の
事
実
」
の
冒
頭
で
は
、
解
剖
学
と
比
較
し
て

「
発
生
学
上
の
事
実
は
単
に
一
時
の
定
ま
っ
た
有
様
を
論
ず
る
の
で
は
な
く
、

時
々
刻
々
変
化
し
て
行
く
具
合
を
説
か
ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら
、
更
に
数
倍
困
難
で
」

（
43
）
あ
り
、
さ
ら
に
膨
大
な
時
間
的
経
過
を
考
慮
す
る
必
要
の
あ
る
こ
と
か
ら
、

十
分
に
説
明
が
で
き
な
い
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。「
大
略
」
で
は
発
生
学
に
関
す
る

研
究
上
の
困
難
に
つ
い
て
は
一
切
触
れ
ら
れ
ず
、
そ
の
ま
ま
馬
の
妊
娠
期
に
お
け

る
上
顎
の
歯
の
消
失
に
言
及
し
て
い
る
。
こ
の
部
分
は
『
講
話
』「
第
十
章 

一 

発

生
中
に
の
み
現
れ
る
器
官
」
と
対
応
し
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
馬
で
は
な
く
「
牛
、

羊
、
鹿
な
ど
の
類
」（
44
）
、
さ
ら
に
鯨
の
妊
娠
期
に
お
け
る
上
顎
の
歯
の
消
失
と

い
う
説
明
に
な
っ
て
い
る
。 

次
に
「
大
略
」
は
人
間
の
胎
児
に
お
け
る
尾
と
鰓
孔
の
消
失
に
つ
い
て
言
及
す

る
。 

 

 
 

さ
ら
に
人
間
の
（
胎
児
の
）
発
育
を
観
察
し
ま
す
と
、
そ
の
始
ま
り
は
他
の

動
物
と
異
な
る
こ
と
が
な
く
、
そ
の
続
き
も
獣
類
と
同
じ
で
あ
り
ま
し
て
、
ほ

ん
の
少
し
の
違
い
が
あ
る
位
で
あ
り
ま
す
。（
中
略
）
且
つ
（
胎
児
と
し
て
）
生

ま
れ
た
と
き
に
は
尾
が
つ
い
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
胎
児
か
ら
し
ば
ら
く
経

過
し
て
、
他
の
部
分
が
発
達
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
う
や
く
尾
は
途
中
で
萎

縮
し
て
次
第
に
体
内
に
隠
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。 

 

動
物
で
鰓
孔
が
あ
る
の
は
魚
だ
け
で
あ
り
ま
す
。
魚
は
こ
れ
が
あ
る
こ
と
で
、

口
に
入
れ
た
水
を
鰓 

孔
か
ら
出
す
こ
と
で
酸
素
を
取
り
入
れ
て
生
き
る
の
で

あ
り
ま
す
。
考
え
ま
す
に
人
間
の
胎
児
の
生
ま
れ
た
半
月
後
（
原
文
：「
月
半
後
」）

に
孔
（
原
文
：
胎
孔
）
が
現
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
数
は
魚
と
異
な
ら

な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
仮
に
こ
の
胎
児
を
水
中
に
遊
泳
さ
せ
れ
ば
、
も
し
か
す

る
と
水
を
吐
い
て
吸
い
込
む
こ
と
が
で
き
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
こ
こ
か
ら
も

人
間
と
魚
が
同
じ
一
つ
の
物
か
ら
出
た
と
い
う
こ
と
を
疑
う
こ
と
は
で
き
な
い

の
で
あ
り
ま
す
。 

 

こ
の
部
分
『
講
話
』
で
は
記
述
が
顛
倒
し
て
お
り
、
魚
類
、
人
間
の
胎
児
の
順

で
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
な
お
右
の
引
用
に
あ
る
「
獣
類
」
と
い
う
語
は
哺
乳
類
を

意
味
す
る
が
、
丘
は
『
講
話
』
で
も
「
哺
乳
類
」
よ
り
「
獣
類
」
を
多
く
用
い
て

い
る
。 

  
 

お
よ
そ
動
物
の
発
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
三
つ
の
時
期
に
分
け
ら

れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
ま
す
。
し
か
し
三
つ
の
時
期
の
変
化
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な

る
点
が
あ
り
ま
し
て
、
そ
の
変
化
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
に
致
し
ま
し
ょ
う
。 

 



 

（
五
四
） 

  
「
大
略
」
で
は
、
こ
れ
に
続
け
て
八
種
類
の
動
物
の
発
生
を
三
つ
の
時
期
に
分

け
た
「
動
物
発
生
之
図
」
が
引
用
さ
れ
る
（
図
Ｄ
）
。
丘
は
こ
の
図
を
も
と
に
「
人
・

兎
・
牛
・
豚
」
を
「
胎
生
」
に
、「
雞
・
亀
・

鯢
く
じ
ら

・
魚
」
を
「
卵
生
」
と
し
て
区

別
し
て
い
る
。
し
か
し
「
卵
生
」
に
「
鯢
」
が
含
ま
れ
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。

実
は
『
講
話
』
第
十
章
「
四 

発
生
の
進
む
に
随
ひ
樹
枝
状
に
相
分
れ
る
こ
と
」
に

も
同
様
の
図
版
が
あ
り
（
図
ｄ
）
、
や
は
り
八
種
類
の
動
物
の
発
生
を
三
つ
の
時
期

に
分
け
、「
哺
乳
類
」（
人
間
・
兎
・
牛
・
豚
）
と
「
そ
の
他
の
脊
椎
動
物
」（
雞
・

亀
・
蠑
螈

い

も

り

・
魚
）
に
分
類
し
て
い
る
。「
大
略
」
と
『
講
話
』
の
図
の
比
較
か
ら
、

前
者
で
「
鯢
」
と
あ
る
の
は
「
蠑
螈
」
の
誤
り
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
さ

ら
に
「
大
略
」
で
は
「
動
物
発
生
之
図
」
を
も
と
に
「
第
一
期
は
（
い
ず
れ
も
）

似
て
お
り
区
別
し
難
い
の
で
あ
り
ま
す
が
、
第
二
期
に
な
る
と
胎
生
と
卵
生
と
で

初
め
て
違
い
が
生
ず
る
の
で
あ
り
ま
す
。
第
三
期
に
至
っ
て
つ
い
に
そ
れ
ぞ
れ
の

特
徴
が
現
れ
て
は
っ
き
り
と
亀
、
牛
、
魚
、
人
に
な
る
の
で
あ
り
ま
す
」
と
述
べ

ら
れ
る
。
こ
れ
を
『
講
話
』
の
説
明
と
比
較
す
る
と
、
こ
の
う
ち
第
一
期
、
第
三

期
に
関
し
て
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
第
二
期
に
つ
い
て
「
大
略
」
は

「
胎
生
と
卵
生
と
で
初
め
て
違
い
が
生
ず
る
」
と
あ
る
の
に
対
し
て
、『
講
話
』
は

こ
の
時
期
に
区
別
が
生
じ
始
め
る
「
そ
の
他
の
脊
椎
動
物
」（「
大
略
」
に
い
う
「
卵

生
」）
の
魚
と
蠑
螈
を
除
い
て
、
ほ
か
の
六
種
類
は
「
何
に
な
る
か
ま
だ
全
く
解
ら

ぬ
」（
45
）
と
あ
る
か
ら
、
「
大
略
」
の
説
明
は
や
や
大
雑
把
な
感
を
抱
か
せ
る
。 

 

そ
し
て
「
大
略
」
は
「
動
物
発
生
之
図
」
に
あ
る
八
種
類
の
動
物
の
発
生
経
路

を
樹
枝
状
に
し
た
図
表
（
図
Ｅ
）
を
も
と
に
、
動
物
の
発
生
を
次
の
よ
う
に
締
め

図D 

図ｄ 



 

（
五
五
） 

く
く
る
。 

  
 

こ
こ
に
樹
枝
で
こ
の
こ
と
を
説
明
し
ま
す
と
、
樹
は
一
本
か
ら
沢
山
の
枝
に

分
か
れ
、
長
さ
も
太
さ
も
ま
ち
ま
ち
で
形
に
は
違
い
が
あ
り
ま
す
が
、
大
抵
は

簡
単
か
ら
複
雑
に
な
り
日
が
経
つ
ほ
ど
に
入
り
組
む
も
の
で
あ
り
ま
す
。
動
物

も
ま
た
然
り
、
今
太
古
の
動
物
の
発
生
を
考
え
ま
す
と
、
そ
の
時
代
を
確
定
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
り
ま
す
が
、
万
億
兆
年
前
と
断
じ
て
よ
い
で
し
ょ

う
。
そ
の
最
初
の
発
生
の
時
は
皆
一
つ
か
ら
で
あ
り
ま
し
て
、
そ
の
後
だ
ん
だ

ん
と
成
長
し
分
か
れ
て
、（
先
祖
の
）
性
質
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
る
も
の
は
（
そ

の
先
祖
と
）
分
か
れ
た
の
が
早
く
、
性
質
の
近
い
も
の
は
分
か
れ
た
の
が
遅
い

の
で
あ
り
ま
す
。
故
に
生
物
は
皆
進
化
に
よ
っ
て
来
た
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、

た
だ
人
類
だ
け
が
最
も
速
い
の
で
あ
り
ま
す
。 

 

『
講
話
』
に
も
八
種
類
の
動
物
の
発
生
経
路
を
比
較
し
た
図
表
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
（
図
ｅ
）
。
二
つ
の
図
を
比
較
す
る
と
、
い
ず
れ
も
下
か
ら
上
に
向
か
う
ほ
ど

時
期
が
新
し
く
な
る
点
は
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
「
大
略
」
の
図
は
「
一
本
か
ら

沢
山
の
枝
」
と
あ
る
よ
う
に
、
一
種
か
ら
二
種
、
三
種
へ
と
次
第
に
離
れ
、
最
後

に
は
現
在
の
八
種
の
動
物
へ
と
分
岐
し
て
い
る
。
ま
た
先
端
の
位
置
は
そ
れ
ぞ
れ

に
差
が
あ
り
、
そ
の
中
で
「
人
」
は
先
頭
に
位
置
し
て
い
る
。
一
方
『
講
話
』
の

図
表
は
「
形
の
似
た
も
の
は
相
近
づ
け
、
形
の
異
な
る
に
随
う
て
之
を
相
遠
ざ
け
」

（
46
）
た
も
の
で
、
「
大
略
」
の
よ
う
に
最
初
か
ら
一
本
線
で
は
な
く
、
始
め
細

か
な
八
本
線
が
互
い
に
接
近
し
、
や
が
て
そ
れ
ら
が
次
第
に
離
れ
、
最
後
は
頂
点

の
八
種
の
動
物
へ
と
遠
ざ
か
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
「
大
略
」
と
異
な

り
、
頂
点
に
置
か
れ
る
八
種
の
動
物
は
平
行
に
位
置
し
て
い
る
。
な
お
三
本
の
横

の
点
線
は
、
三
つ
の
発
生
の
時
期
を
示
し
た
も
の
で
、
先
の
図
ｄ
の
そ
れ
ぞ
れ
の

発
生
の
時
期
に
対
応
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。 

図E 図ｅ 



 

（
五
六
） 

 
「
大
略
」
の
図
表
で
「
人
」
が
先
頭
に
置
か
れ
る
の
は
、
引
用
の
最
後
に
あ
る

よ
う
に
、
こ
れ
ら
八
種
類
の
動
物
の
中
で
「
人
類
だ
け
が
最
も
速
い
」（
原
文
：「
惟

人
類
為
最
速
耳
」）
進
化
を
遂
げ
て
い
る
と
い
う
理
由
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し

『
講
話
』
で
は
第
十
章
を
含
め
、
全
体
を
通
し
て
も
こ
の
よ
う
な
記
述
は
見
ら
れ

な
い
。
例
え
ば
「
第
二
十
章 

結
論 

一 

思
想
変
遷
の
一
紀
元
」
で
も
「
生
物
と
い

ふ
も
の
は
悉
く
共
同
の
先
祖
か
ら
樹
枝
状
を
な
し
て
分
か
れ
降
り
、
人
間
も
生
物

の
一
種
で
、
此
大
樹
木
の
一
枝
に
過
ぎ
ず
、
他
の
生
物
と
同
一
な
規
則
に
従
う
て

進
化
し
来
つ
た
も
の
」（
47
）
と
あ
る
よ
う
に
、
丘
は
人
間
を
自
然
界
の
諸
生
物

と
同
列
に
置
い
た
上
で
進
化
の
過
程
を
説
明
す
る
が
、
そ
の
際
に
生
物
の
間
で
進

化
の
速
度
に
差
が
あ
る
と
は
述
べ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
「
大
略
」
に
お
い
て

「
人
」
を
進
化
の
最
先
端
に
置
く
よ
う
な
見
方
に
は
、
大
い
に
疑
問
が
残
る
と
言

わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
後
「
大
略
」
は
「
以
上
に
列
挙
し
た
事
実
を
見
れ
ば
、

生
物
の
起
源
も
明
ら
か
に
な
る
の
で
あ
り
ま
す
」
と
こ
こ
ま
で
を
締
め
く
く
り
、

今
度
は
古
生
物
学
上
の
事
実
か
ら
生
物
進
化
の
事
跡
を
述
べ
る
こ
と
に
な
る
。（
以

下
次
号
） 

  

（
１
）
初
版
は
一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年
一
月
五
日
に
開
成
館
よ
り
刊
行
さ
れ
、
翌
月
一
五
日

に
は
早
く
も
再
版
が
、
さ
ら
に
同
年
五
月
十
五
日
に
は
三
版
が
出
て
い
る
。
筑
波
常
冶
氏

の
調
査
に
よ
れ
ば
、
同
書
は
そ
の
後
も
改
訂
を
重
ね
、
開
成
館
か
ら
は
一
九
四
〇
（
昭
和

一
五
）
年
の
第
一
四
版
ま
で
出
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
と
い
う
（
『
近
代
生
物
学
者
小
伝
』

平
川
出
版
社
、
一
九
八
八
年
、
二
〇
九
頁
参
照
）
。 

（
２
）
例
え
ば
筑
波
常
冶
『
丘
浅
次
郎
集
』
「
解
説
」
（
『
近
代
日
本
思
想
体
系
』
第
九
巻
、
筑
摩

書
房
、
一
九
七
四
年
）
、
同
『
近
代
生
物
学
者
小
伝
』
（
注
１
参
照
）
の
「
丘
浅
次
郎
」
の

項
目
、
渡
辺
正
雄
『
進
化
論
講
話
』
上
・
下
「
解
説
」（
講
談
社
学
術
文
庫
、
一
九
七
六
年
）

を
始
め
、
近
年
で
は
李
冬
木
「
魯
迅
と
丘
浅
次
郎
」
上
・
下
（
『
文
学
部
論
集
』
第
八
七
・

八
八
号
、
佛
教
大
学
学
術
委
員
会
文
学
部
論
集
編
集
委
員
会
編
、
二
〇
〇
三
・
〇
四
年
）
、

右
田
裕
規
『
天
皇
制
と
進
化
論
』
（
青
弓
社
、
二
〇
〇
九
年
）
、
佐
貫
正
和
「
丘
浅
次
郎

の
『
進
化
論
講
話
』
に
お
け
る
変
化
の
構
造
―
―
一
九
〇
四
年
と
一
九
一
四
の
比
較
を
通

じ
て
」（
『
総
研
大
文
化
科
学
研
究
』
第
六
号
、
二
〇
一
〇
年
）
、
廣
井
俊
男
・
富
樫
裕
「
日

本
に
お
け
る
進
化
論
の
受
容
と
展
開
―
―
丘
浅
次
郎
の
場
合
」（
『
東
京
経
済
大
学 

人
文
自

然
科
学
論
集
』
第
一
二
九
号
、
二
〇
一
〇
年
）
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。 

（
３
）
李
冬
木
前
掲
論
文
（
注
２
参
照
）
な
ら
び
に
同
「
『
天
演
』
か
ら
『
進
化
』
へ
―
―
魯
迅

の
進
化
論
の
受
容
と
そ
の
展
開
を
中
心
に
」
（
石
川
禎
浩
・
狭
間
直
樹
編
『
近
代
東
ア
ジ

ア
に
お
け
る
翻
訳
概
念
の
展
開
』
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
二
〇
一
三
年
）
。 

（
４
）
丘
の
初
期
の
単
行
本
で
は
「
丘
浅
治．
郎
」
と
な
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
。 

（
５
）
紫
珊
編
輯
『
新
民
叢
報
』
八
（
台
北
・
芸
文
印
書
館
、
一
九
六
六
年
、
一
七
五
頁
）
。
以

下
「
進
化
論
大
略
」
か
ら
の
引
用
は
す
べ
て
同
書
に
よ
っ
た
。 

（
６
）
例
え
ば
溝
口
元
氏
は
「
我
が
国
で
は
、
一
八
七
七
年
か
ら
一
八
八
八
年
ま
で
の
間
、
出
版

点
数
か
ら
い
え
ば
、
社
会
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
関
係
の
方
が
生
物
進
化
論
に
比
べ
て
五
倍
（
二

〇
対
四
）
多
か
っ
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
（
日
本
学
術
協
力
財
団
編
集
『
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の

世
界 : 

ダ
ー
ウ
ィ
ン
生
誕
二
〇
〇
年
―
―
そ
の
歴
史
的
・
現
代
的
意
義
』
所
収
「
日
本
に

お
け
る
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
受
容
と
影
響
」、
二
〇
一
一
年
、
五
一
頁
）
。 

（
７
）
右
田
裕
規
前
掲
書
（
注
２
参
照
）
、
二
九
頁
。 

（
８
）
丘
浅
次
郎
「
『
ダ
ー
ウ
ィ
ン
』
著
『
種
の
起
源
』
」
一
（
『
動
物
学
雑
誌
』
第
一
二
四
号
、

明
治
三
二
年
二
月
一
五
日
、
六
八
頁
）
。 



 

（
五
七
） 

（
９
）
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
所
蔵
、
丘
浅
次
郎
『
進
化
論
講
話
』
「
は
し

が
き
」
（
開
成
館
、
一
九
〇
四
年
一
月
初
版
、
二
頁
）
。
以
下
小
論
に
お
け
る
同
書
か
ら
の

引
用
は
、
す
べ
て
こ
れ
に
よ
っ
た
。 

（
10
）
初
版
は
一
九
〇
六
年
六
月
五
日
に
『
講
話
』
と
同
じ
く
開
成
館
よ
り
刊
行
さ
れ
、
そ
の
後

一
一
年
、
二
一
年
に
増
補
版
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。 

（
11
）
北
岡
正
子
『
魯
迅 
救
亡
の
夢
の
ゆ
く
え 

悪
魔
派
詩
人
論
か
ら
「
狂
人
日
記
」
ま
で
』（
関

西
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
六
年
、
一
二
五
頁
）
。 

（
12
）
一
九
〇
七
年
一
一
月
の
第
九
六
号
ま
で
刊
行
。 

（
13
）
一
八
九
六
年
に
上
海
で
、
梁
は
こ
の
年
に
脱
稿
さ
れ
た
『
天
演
論
』
に
目
を
通
し
て
い
る

（
丁
文
江
・
趙
豊
田
編
、
島
田
虔
次
編
訳
『
梁
啓
超
年
譜
長
編
』
第
一
巻
、
岩
波
書
店
、

二
〇
〇
四
年
、
一
一
二
頁
参
照
）
。 

（
14
）
邵
聞
泰
と
い
う
名
の
読
者
が
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
、
ジ
ョ
ン
・
ミ
ル
、
ハ
ク
ス
レ
ー
、
ス
ペ
ン

サ
ー
等
の
著
し
た
書
物
の
う
ち
、
（
ハ
ク
ス
レ
ー
の
）
『
天
演
論
』
を
除
い
て
日
本
語
訳
が

あ
る
の
か
否
か
と
質
問
し
た
の
に
対
し
、
回
答
者
は
ダ
ー
ウ
ィ
ン
一
種
、
ジ
ョ
ン
・
ミ
ル

五
種
、
ス
ペ
ン
サ
ー
六
種
を
訳
名
等
を
含
め
て
列
挙
し
て
い
る
。
た
だ
し
ハ
ク
ス
レ
ー
の

日
本
語
訳
書
は
「
無
」
と
な
っ
て
い
る
。 

（
15
）
『
進
化
論
講
話
』「
は
し
が
き
」
五
～
六
頁
。 

（
16
）
同
一
～
二
頁
。
な
お
第
一
章
以
下
と
「
は
し
が
き
（
含
目
次
）
」
の
頁
数
の
設
定
は
別
に

な
っ
て
い
る
。 

（
17
）
同
一
四
頁
。 

（
18
）
同
一
四
頁
。 

（
19
）
同
一
五
頁 

（
20
）
「
大
略
」
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
こ
こ
で
の
鳩
の
例
も
含
め
て
全
体
を
通
し
て
多
く
の
図

版
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
特
徴
は
『
講
話
』
も
同
様
で
あ
る
。
丘
は
多

く
の
図
版
を
用
い
る
こ
と
で
、
当
日
の
聴
講
者
の
理
解
の
便
を
図
ろ
う
と
し
て
い
た
こ
と

は
確
か
で
あ
る
。
な
お
廣
井
俊
男
・
富
樫
裕
前
掲
論
文
（
注
２
参
照
）
に
よ
る
と
、
一
九

一
一
（
明
治
四
四
）
年
の
『
講
話
』
第
十
版
で
は
全
体
で
一
一
四
図
あ
る
と
指
摘
し
て
い

る
。 

（
21
）
『
進
化
論
講
話
』
六
二
頁
。 

（
22
）
同
六
二
～
六
三
頁
。 

（
23
）
同
六
四
頁
。 

（
24
）
同
六
五
頁
。 

（
25
）
同
六
八
頁
。 

（
26
）
同
八
六
頁
。 

（
27
）
丘
は
こ
こ
で
「
変
異
」
と
「
変
化
」
の
語
を
区
別
せ
ず
に
用
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し

か
し
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
の
増
補
改
版
で
は
「
三 

変
異
性
の
こ
と
」
と
な
っ
て
お
り
、

直
後
の
引
用
に
あ
る
「
変
化
」
の
語
も
「
変
異
」
と
改
め
ら
れ
て
い
る
。 

（
28
）
『
進
化
論
講
話
』
九
五
頁
。 

（
29
）
同
一
八
三
頁
。 

（
30
）
こ
れ
ら
の
生
物
は
『
講
話
』
で
取
り
上
げ
ら
れ
な
い
。
し
か
し
同
書
で
は
日
本
国
内
で
生

息
が
確
認
さ
れ
る
多
く
の
動
植
物
が
随
所
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。 

（
31
）
『
進
化
論
講
話
』
一
三
七
頁
。 

（
32
）
同
二
〇
八
頁
。 

（
33
）
同
二
〇
九
頁
。 

（
34
）
同
二
四
六
頁
。 

（
35
）
同
二
四
六
頁
。 



 

（
五
八
） 

（
36
）
同
二
五
八
頁
。 

（
37
）
筑
波
氏
は
「
内
容
に
か
ん
し
て
も
、
進
化
論
を
語
り
つ
つ
、
自
然
と
は
何
か
、
そ
の
な
か

で
人
間
と
社
会
と
文
明
は
ど
ん
な
地
位
を
し
め
る
か
、
身
近
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
例
を
と
り
、

多
く
の
比
喩
を
も
ち
い
な
が
ら
、
た
く
み
に
論
理
を
展
開
し
て
、
は
な
は
だ
読
み
や
す
い
。

人
気
を
は
く
し
た
こ
と
も
当
然
で
あ
っ
た
」（（
『
近
代
生
物
学
者
小
伝
』
二
〇
九
頁
。
注
１

参
照
）
と
述
べ
て
い
る
。 

（
38
）
た
だ
し
『
講
話
』
で
は
こ
れ
ら
の
呼
称
が
本
文
（
二
六
一
頁
）
の
中
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。 

（
39
）
『
進
化
論
講
話
』
二
六
五
～
二
六
六
頁
。 

（
40
）
同
二
六
六
～
二
六
七
頁
。 

（
41
）
同
二
六
九
～
二
七
〇
頁
。 

（
42
）
同
二
七
〇
頁
。 

（
43
）
同
三
〇
三
頁
。 

（
44
）
同
三
〇
七
頁
。 

（
45
）
同
三
三
七
頁
。 

（
46
）
同
三
三
八
頁
。 

（
47
）
同
七
九
二
頁
。 

 




